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印
度
山
日
本
寺
開
山
五
十
周
年
記
念

イ
ン
ド
仏
跡
七
日
間
の
旅
ご
報
告

 
東
大
寺
録
事　

北
河
原
公
慈

　

平
成
二
十
九
年
よ
り
印
度
山
日
本
寺
第

六
世
竺
主
に
就
任
さ
れ
た
北
河
原
公
敬
長

老
に
よ
る
印
度
山
日
本
寺
へ
の
団
参
、
及

び
仏
跡
巡
拝
の
旅
は
今
回
で
五
回
目
を
迎

え
る
事
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
後
初
と
な

る
今
回
は
印
度
山
日
本
寺
開
山
五
十
周
年

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
境
内
に
あ
る
菩
提
樹

学
園
四
十
五
周
年
、
光
明
施
療
院
創
立
四

十
周
年
、
更
に
仏
教
学
東
洋
学
研
究
所
落

成
と
い
う
大
き
な
節
目
と
な
る
年
で
あ

り
、
総
勢
四
十
八
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ

け
る
事
と
な
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
巡
拝
団
の
場
合
、
東
大
寺

に
集
合
し
た
後
、
旅
程
の
安
全
祈
願
法
要

を
大
仏
殿
で
厳
修
し
、
出
発
す
る
の
が
常

で
あ
る
が
、
今
回
は
人
数
も
多
く
、
ま
た

二
十
名
近
く
が
近
畿
圏
以
外
と
い
う
事
も

あ
り
、
事
前
に
北
河
原
団
長
と
筒
井
英
賢

副
団
長
に
よ
り
十
二
月
一
日
に
祈
願
法
要

を
厳
修
し
て
い
た
だ
き
、
当
巡
拝
団
で
使

用
す
る
輪
袈
裟
と
経
本
を
拝
受
し
、
出
発

に
備
え
る
事
と
な
っ
た
。

十
二
月
四
日

　

巡
拝
団
参
加
者
は
伊
丹
空
港
か
ら
出
発

し
、
一
部
は
羽
田
空
港
で
合
流
し
イ
ン
ド

の
首
都
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
へ
向
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
空
港
で
大
部
屋
を
借
り

る
事
が
出
来
な
く
な
り
結
団
式
が
出
来

ず
、
何
と
も
慌
た
だ
し
い
出
発
と
な
っ
た

が
、
当
初
予
定
十
時
間
五
分
の
フ
ラ
イ
ト

予
定
が
九
時
間
三
十
五
分
で
済
み
、
早
め

に
ホ
テ
ル
で
の
休
憩
と
な
っ
た
。

十
二
月
五
日

　

こ
の
日
は
デ
リ
ー
空
港
よ
り
ブ
ッ
ダ
ガ

ヤ
や
ラ
ー
ジ
ギ
ル
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
な

ど
仏
跡
が
多
数
存
在
す
る
ビ
ハ
ー
ル
州
の

州
都
、
パ
ト
ナ
へ
移
動
し
、
パ
ト
ナ
か
ら

は
バ
ス
で
ラ
ー
ジ
ギ
ル
へ
向
か
い
、
釈
尊

が
晩
年
を
過
ご
し
、
観
無
量
寿
経
や
法
華

経
を
説
か
れ
た
と
さ
れ
る
霊
鷲
山
を
参

拝
、
仏
教
を
深
く
帰
依
し
竹
林
精
舎
を

寄
進
し
た
が
そ
の
因
業
か
ら
息
子
の
ア

ジ
ャ
ー
タ
シ
ャ
ト
ル
に
よ
り
幽
閉
、
餓
死

さ
せ
ら
れ
た
ビ
ン
ビ
サ
ー
ラ
王
の
幽
閉
さ

れ
た
牢
屋
跡
な
ど
を
観
光
し
、
ブ
ッ
ダ
ガ

ヤ
へ
向
か
う
予
定
だ
っ
た
。

　

筆
者
は
次
の
日
の
日
本
寺
で
の
法
要
準

備
の
為
、
パ
ト
ナ
か
ら
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
へ
直

行
し
、
同
行
出
来
な
か
っ
た
が
、
大
分
発

展
し
て
い
る
と
は
い
え
イ
ン
ド
の
交
通
事

情
は
予
測
し
づ
ら
く
、
結
局
ビ
ン
ビ
サ
ー

ラ
王
の
牢
屋
跡
よ
り
霊
鷲
山
を
遥
拝
し
、

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
へ
と
移
動
し
た
よ
う
だ
。

　

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
ホ
テ
ル
で
は
幸
い
我
々

の
団
体
で
一
部
屋
借
り
る
事
が
出
来
、
こ

こ
で
初
め
て
結
団
式
が
行
わ
れ
た
。
自
己

紹
介
も
あ
り
今
回
の
巡
拝
団
に
は
団
長

で
あ
る
長
老
の
個
人
的
な
知
り
合
い
の
方

や
、
個
人
得
度
者
、
東
大
寺
と
お
付
き

合
い
の
あ
る
業
者
に
所
属
し
て
お
ら
れ
る

方
、
真
言
宗
山
階
派
僧
侶
や
融
通
念
仏
宗

僧
侶
、
果
て
は
イ
ン
ド
中
部
、
ナ
グ
プ
ー

ル
に
て
得
度
さ
れ
、
上
座
部
僧
侶
と
し
て

の
資
格
を
持
た
れ
る
方
な
ど
様
々
な
方
々

の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
事
が
分
か
っ
た
。

十
二
月
六
日

　

い
よ
い
よ
今
回
の
旅
の
一
番
の
目
的
で

も
あ
る
印
度
山
日
本
寺
開
山
五
十
周
年
記

念
法
要
の
当
日
で
あ
る
。

　

当
日
は
偶
然
に
も
イ
ン
ド
で
大
い
に

尊
敬
を
集
め
る
ビ
ー
ム
ラ
ー
オ
・
ラ
ー

ム
ジ
ー
・
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
（D

r. 
Bhim

rao Ram
ji A
m
bedkar

）
の
命
日

と
い
う
事
も
有
り
、
多
数
の
イ
ン
ド
人
の

方
々
が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
参
拝
に
来
ら
れ
て

お
り
と
て
も
賑
や
か
な
日
で
あ
っ
た
。
ア

ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
は
ダ
リ
ッ
ト
、
所
謂

不
可
触
民
と
呼
ば
れ
る
カ
ー
ス
ト
制
度
の

最
下
層
の
身
分
の
生
ま
れ
な
が
ら
勉
学
に

励
み
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ

の
大
学
に
留
学
し
、
幾
つ
か
の
博
士
号
や

弁
護
士
資
格
を
取
得
さ
れ
た
方
で
、
イ
ン

ド
独
立
後
は
初
代
法
相
を
務
め
、
イ
ン
ド

憲
法
の
草
案
を
作
成
し
た
。
彼
の
作
成
し

た
草
案
を
元
に
イ
ン
ド
憲
法
が
出
来
上
が

り
、
そ
こ
に
は
カ
ー
ス
ト
制
度
の
撤
廃
や

差
別
の
禁
止
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
彼

は
カ
ー
ス
ト
制
度
、
及
び
そ
れ
に
付
随
し

て
し
ま
っ
て
い
る
差
別
体
制
か
ら
解
放
さ

れ
る
為
に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
か
ら
改
宗
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
イ
ン
ド
国

内
の
全
宗
教
を
調
べ
、
そ
の
中
よ
り
仏
教

を
選
び
、
自
ら
の
支
持
者
五
十
万
人
も
の

ダ
リ
ッ
ト
と
共
に
三
帰
依･

五
戒
を
授
け

ら
れ
、
仏
教
徒
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の

二
か
月
後
、
一
九
五
六
年
十
二
月
六
日
に

亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
の
出
自
、
経
歴
、

功
績
か
ら
今
で
も
多
数
の
支
持
者
が
お

り
、
イ
ン
ド
で
は
か
の
マ
ハ
ト
マ･

ガ
ン

デ
ィ
ー
と
並
ぶ
偉
人
と
し
て
敬
意
を
集
め

て
い
る
。
当
時
共
に
仏
教
徒
に
な
ら
れ
た

方
々
、
及
び
新
た
に
私
淑
し
て
改
宗
し
た

方
々
等
が
今
で
も
多
数
お
り
、
そ
の
方
々

が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
参
拝
に
来
ら
れ
て
い
た

の
だ
。

　

我
々
は
ホ
テ
ル
を
朝
七
時
に
出
発
し
、

ま
ず
は
釈
尊
成
道
の
ま
さ
に
そ
の
場
で
あ

る
マ
ハ
ボ
デ
ィ
寺
院
（
大
菩
提
寺
）
に
向

か
っ
た
。
大
菩
提
寺
で
は
特
別
に
場
所
を

取
っ
て
い
た
だ
き
、
釈
尊
が
悟
り
を
開
か

れ
た
場
所
と
伝
わ
る
金
剛
宝
座
よ
り
通
路

と
柵
を
挟
ん
だ
目
の
前
で
法
要
を
厳
修
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
法
要
に
は
当
巡

拝
団
や
日
本
寺
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
隣

山
の
上
座
部
比
丘
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
侶

も
参
列
い
た
だ
き
壮
大
に
勤
め
上
げ
た
。

　

そ
の
後
、
一
団
は
金
峯
山
寺
僧
侶
や
真

言
宗
僧
侶
の
法
螺
貝
を
先
導
に
練
り
行
列

を
組
み
日
本
寺
へ
向
か
っ
た
。

　

日
本
寺
本
堂
で
は
当
巡
拝
団
を
含
む
日

本
寺
関
係
者
一
五
〇
名
と
、
上
座
部
比

丘
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
侶
二
十
名
近
く
が

集
い
、
印
度
山
日
本
寺
開
山
五
十
周
年
記

念
法
要
を
厳
修
し
た
。
法
要
は
総
本
山
知

恩
院
副
門
跡
で
あ
り
、
国
際
仏
教
興
隆
協

会
の
理
事
長
を
務
め
る
中
村
康
雅
師
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
、
上
座
部
比
丘
の
読
経
、

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
僧
侶
の
読
経
が
読
誦
さ

れ
、
日
本
仏
教
僧
侶
の
般
若
心
経
、
竺
主

の
表
白
、
観
音
経
偈
文
、
如
心
偈
の
読
誦

と
続
き
、
読
経
の
間
に
参
列
の
皆
様
に
ご

焼
香
い
た
だ
い
た
。

　

表
白
に
於
い
て
印
度
山
日
本
寺
第
六
世

竺
主
北
河
原
公
敬
大
僧
正
は
、「
印
度
山

日
本
寺
は
五
十
年
も
の
異
国
で
の
法
灯
護

持
、
無
料
保
育
『
菩
提
樹
学
園
』、
無
料
施

薬
診
療
施
設
『
光
明
施
療
院
』
と
い
っ
た

宗
教
福
祉
活
動
、
更
に
は
仏
教
学
東
洋
学

研
究
所
の
設
立
等
、
仏
恩
報
謝
の
活
動
を

行
い
開
山
当
初
の
目
的
を
果
た
し
て
い
っ

て
い
る
事
」
を
述
べ
、
続
い
て
「
し
か
し
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世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
他
者
を
省
み
ず

己
の
主
義
主
張
を
強
弁
す
る
主
潮
が
あ

り
、
各
地
で
は
戦
乱
や
テ
ロ
等
の
殺
戮
報

復
の
連
鎖
が
続
き
干
戈
は
治
ま
る
事
を
知

ら
な
い
。
重
ね
て
憂
え
る
は
、
人
心
弛
緩

し
私
利
私
欲
の
我
執
に
囚
わ
れ
、
愚
縛
の

凡
夫
は
生
命
の
尊
厳
を
知
ら
ず
残
酷
な
結

末
を
招
い
て
い
る
。
ま
た
科
学
万
能
の
考

え
が
勢
い
を
増
し
、
自
然
の
環
境
や
法
則

を
壊
し
て
い
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
事
も
憂

慮
す
る
。
今
こ
の
時
に
辺
り
東
大
寺
の
本

願
、
聖
武
天
皇
の
『
動ど
う

植し
ょ
く

咸こ
と
ご
とく
栄
え
ん

と
欲
す
』
と
の
表
明
さ
れ
た
御
心
に
思
い

を
致
し
、
そ
の
思
い
と
釈
尊
の
教
法
が
全

世
界
、
全
宇
宙
に
遍
満
し
、
圓
融
無
偈
、

蓮
華
蔵
世
界
が
現
れ
る
事
を
願
い
、
ま
た

印
度
山
日
本
寺
が
伽
藍
揺
ぎ
無
く
、
法
灯

が
無
窮
に
続
い
て
い
く
事
」
を
願
わ
れ
た
。

代
読
で
は
あ
っ
た
が
パ
ロ
ッ
プ 

タ
イ
ア

リ
ー
世
界
仏
教
徒
連
盟
会
長
（
代
読
者
は

イ
ダ
ノ
ン
ト 

タ
イ
ア
リ
ー
青
年
連
盟
事

務
総
長
）
ら
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。
ま
た

当
巡
拝
団
に
御
参
加
い
た
だ
い
た
染
織
芸

術
家
の
大
水
絢
子
様
よ
り
仏
教
に
縁
深
い

蓮
を
使
っ
た
蓮
布
を
御
奉
納
頂
い
た
。

　

法
要
終
了
後
は
現
地
の
風
習
で
サ
ン
ガ

ダ
ー
ナ
を
行
っ
た
。
サ
ン
ガ
ダ
ー
ナ
と

は
、
サ
ン
ガ=

僧
団
、
ダ
ー
ナ=

布
施

と
い
う
事
で
法
要
に
出
仕
い
た
だ
い
た
僧

侶
の
皆
様
に
布
施
と
し
て
食
事
を
振
る
舞

う
事
だ
。
上
座
部
比
丘
の
方
々
は
正
午
を

過
ぎ
て
し
ま
う
と
食
事
を
摂
ら
れ
な
く
な

る
の
で
午
前
十
一
時
半
迄
に
は
法
要
を
終

了
し
、
食
事
を
摂
っ
て
い
た
だ
く
の
が
一

般
的
だ
。
当
巡
拝
団
は
法
要
終
了
後
に
仏

教
学
東
洋
学
研
究
所
図
書
館
の
落
慶
法
要

を
行
っ
た
後
、
こ
の
サ
ン
ガ
ダ
ー
ナ
に
随

喜
し
昼
食
を
い
た
だ
い
た
。
仏
教
学
東
洋

学
研
究
所
図
書
館
の
所
蔵
は
、
故
北
條
賢

三
大
正
大
学
名
誉
教
授
所
蔵
の
約
三
千
冊

の
仏
教
書
・
専
門
書
（
北
條
文
庫
）
や
駒

沢
大
学
よ
り
の
寄
贈
書
、（
公
財
）
仏
教

伝
道
協
会
寄
贈
の
各
国
語
仏
教
聖
典
な

ど
、
現
時
点
で
約
七
千
冊
を
所
蔵
し
、
日

本
語
以
外
に
英
語
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
、
パ
ー
リ
ー
語
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
も
備
わ
っ
て
お
り
、
今

後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
昼
食
後
は
休

憩
と
な
り
、
日
本
寺
境
内
の
散
策
や
付
属

し
て
い
る
菩
提
樹
学
園
の
見
学
等
が
行
わ

れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
仏
教
徒
結
集｢

と
も
に
平

和
を
願
っ
て｣

と
題
し
て
佐
々
木
花
園
大

学
特
別
教
授
に
よ
る
講
演
と
佐
藤
国
際
仏

教
興
隆
協
会
事
務
総
長
を
司
会
に
、
佐
々

木
花
園
大
学
特
別
教
授
、
北
河
原
日
本
寺

竺
主
、
中
村
国
際
仏
教
興
隆
協
会
理
事
長

に
よ
る
鼎
談
が
行
わ
れ
た
。
佐
々
木
花
園

大
学
特
別
教
授
の
講
演
で
は
梵
天
勧
請
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
仏
教
再
発
見
の
歴
史
、

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
が
い
か
に
考
古
学
的
に
も
貴

重
な
遺
跡
で
あ
る
か
な
ど
、
約
一
時
間
に

亘
っ
て
講
義
さ
れ
た
。
鼎
談
で
は
日
本
寺

が
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
に
存
在
す
る
意
義
や
こ
れ

ま
で
の
活
動
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
未

来
あ
る
子
供
達
に
仏
教
の
教
え
を
広
め
て

い
く
事
、
診
療
施
薬
や
予
防
医
療
を
伝
え

て
い
く
事
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
、
休
園
日

で
も
通
園
し
た
が
る
子
供
が
居
る
事
や
、

卒
園
児
が
勉
学
に
励
み
、
保
母
と
し
て
菩

提
樹
学
園
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
て
い
る
等

の
実
績
が
紹
介
さ
れ
た
。
し
か
し｢

十
分

と
思
え
る
事
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
出
来

て
い
な
い｣

と
考
え
て
お
り
、｢

だ
か
ら

こ
そ
次
の
努
力
に
繋
が
り
、
ま
た
一
人
で

行
っ
て
い
く
の
で
は
無
く
皆
に
協
力
を
仰

ご
う
と
考
え
ら
れ
る｣

と
話
さ
れ
た
。
他

に
は｢

日
本
寺
が
日
本
に
と
っ
て
、
世
界

に
と
っ
て
必
要
な
お
寺
と
成
れ
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
仏
教
勉
学
の

場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

為
に
は
皆
様
に
今
ま
で
以
上
の
協
力
を
お

願
い
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
皆

様
に
日
本
寺
の
活
動
を
ど
ん
ど
ん
吹
聴
し

て
ほ
し
い｣

等
の
お
願
い
も
さ
れ
た
。
ま

た
聴
講
者
か
ら
の
質
問
の
時
間
も
設
け
ら

れ
、
様
々
な
質
問
が
さ
れ
た
。｢

五
十
周

年
を
迎
え
た
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
五
十
年

は
ど
う
続
け
て
い
く
か｣

と
い
う
質
問
に

は｢

五
十
年
と
い
う
長
い
年
月
の
事
は

中
々
考
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
今
ま

で
続
け
て
き
た
も
の
を
コ
ツ
コ
ツ
と
維
持

し
続
け
て
い
く
、
そ
れ
が
次
の
五
十
年
に

繋
が
る｣

と
応
え
ら
れ
た
。
ま
た｢

昨
今

の
戦
乱
に
対
し
て
仏
教
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か｣

と
い
う
質
問
に
対
し
て
は｢

釈

尊
は
自
ら
の
親
族
が
虐
殺
さ
れ
る
時
に

も
、
何
も
行
動
は
起
こ
さ
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
そ
の
後
に
自
ら
の
辛
さ
、
悲
し
み
を

口
に
出
さ
れ
、
そ
こ
で
踏
み
止
ま
ら
れ

た
。
仏
教
と
は
人
生
の
苦
し
み
を
無
く
す

宗
教
だ
が
、
そ
の
為
に
辛
さ
を
我
慢
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
宗
教
で
あ
る｣

と
の
返

答
が
佐
々
木
先
生
よ
り
な
さ
れ
、
筆
者
自

身
も
感
銘
を
受
け
た
。
他
に
は｢

寺
院
が

金
儲
け
を
す
る
事
は
ど
う
思
う
か｣

と
い

う
質
問
に
対
し
て
は｢

寺
院
の
存
在
理
由

は
僧
侶
が
修
行
す
る
事
で
あ
る
。
修
行
し

て
い
く
為
に
、
寺
院
の
管
理
者
、
檀
家
、

信
徒
総
代
等
が
金
を
稼
ぎ
、
運
営
や
設
備

充
実
を
行
っ
て
い
く
の
は
良
い
事
で
あ

る
。
し
か
し
僧
侶
自
身
が
金
稼
ぎ
に
励
む

等
、
修
行
を
疎
か
に
し
て
他
の
事
に
注
力

す
る
、
と
い
っ
た
事
は
駄
目
だ
ろ
う
。
他

に
も
例
え
ば
寺
院
が
運
営
し
て
い
る
医
療

施
設
や
教
育
施
設
の
運
営
や
充
実
の
為
に

お
金
を
稼
ぐ
の
は
仏
教
的
に
も
問
題
の
無

い
事
だ
と
考
え
る｣

と
い
っ
た
回
答
が
な

さ
れ
、
聴
講
者
の
方
々
の
幅
広
い
質
問
に

答
え
が
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
行
事
が
当
巡
拝
団
参
加
者

の
仏
教
へ
の
更
な
る
興
味
を
引
い
た
の
か

日
本
寺
で
の
行
事
終
了
後
、
参
加
者
の
有

志
が
自
発
的
に
大
菩
提
寺
を
改
め
て
参
拝

に
行
か
れ
た
。

　

こ
の
日
の
法
要
は
現
地
の
新
聞
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
注
目
を
集
め
た
。

十
二
月
七
日

　

こ
の
日
の
午
前
は
日
本
寺
に
て
菩
提
樹

学
園
四
十
五
周
年･

光
明
施
療
院
四
十
周

年
記
念
式
典
と
し
て
園
児
達
の
お
遊
戯
会

が
行
わ
れ
参
観
し
た
。
園
児
達
は
元
気
よ

く
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
ま
た
昨
今
イ
ン
ド
で

も
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
携
帯
依

存
」
を
題
材
に
し
た
劇
を
披
露
し
た
。
菩

提
樹
学
園
に
支
援
し
て
い
る
（
公
社
）
日

本
仏
教
保
育
協
会
髙
山
久
照
理
事
長
か
ら

は
「
菩
提
樹
学
園
は
、
釈
尊
へ
の
報
恩
感

謝
の
し
る
し
と
し
て
、
日
本
寺
周
辺
の
子

供
達
の
為
に
と
創
立
さ
れ
、
園
舎
は
日
本

全
国
の
仏
教
系
幼
稚
園
に
通
う
保
護
者
か

ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
」
と
設
立
の
経
緯
と
先
生
方
へ
の
感

謝
に
併
せ
て
園
児
達
に
「
善
い
事
を
行

い
、
皆
に
優
し
く
す
る
と
い
う
お
釈
迦
様

の
教
え
を
大
事
に
、
こ
れ
か
ら
も
先
生
方

の
お
話
を
よ
く
聞
い
て
、
立
派
な
大
人
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
、
光
明
施
療
院
に
支
援
し
て
い
る
（
公

社
）
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
加
用
稔
子
副

会
長
か
ら
は
「（
公
社
）
全
日
本
婦
人
連

盟
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
光

明
施
療
院
は
、
施
薬
院
の
設
置
な
ど
慈
善

活
動
を
行
っ
た
光
明
皇
后
に
因
ん
で
名
付

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
以
後
長
き
に
亘

り
診
療
活
動
を
続
け
て
き
た
。
法
律
の
改

　

法
要
終
了
後
に
は
中
川
弘
一
在
コ
ル
カ

タ
日
本
国
総
領
事
、
大
菩
提
寺
を
管
理
す

る
大
塔
管
理
委
員
会
マ
ハ
シ
ュ
エ
タ
・
マ

ハ
ラ
ッ
テ
ィ
事
務
総
長
、
日
本
寺
創
建
に

深
く
尽
力
さ
れ
た
浄
土
宗
、
明
顕
山
祐
天

寺
の
現
御
住
職･

巌
谷
勝
正
上
人
、
ま
た
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定
等
で
無
料
診
療
活
動
が
難
し
く
な
っ
た

が
、
園
児
の
ケ
ア
や
地
域
の
公
衆
衛
生
活

動
の
向
上
活
動
を
、
今
後
も
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
」
と
仰
ら
れ
た
。
ま

た
園
児
へ
は
「
ダ
ン
ス
や
お
遊
戯
は
と
て

も
素
晴
ら
し
く
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
姿
に
感

動
し
た
。
お
友
達
と
仲
良
く
過
ご
し
、
た

の
し
い
園
で
の
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
北
河
原
竺
主
か
ら

は
、
ご
参
列
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
御
礼
と

共
に
「
純
粋
無
垢
な
輝
い
た
園
児
た
ち
の

お
遊
戯
で
心
が
温
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
園
児
へ

呼
び
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
（
公
社
）
日

本
仏
教
保
育
協
会
、（
公
社
）
全
日
本
仏

教
婦
人
連
盟
を
始
め
と
す
る
式
典
に
参
列

し
た
方
々
と
共
に
、
日
本
よ
り
運
ん
だ
文

房
具
等
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
園
児
達
に
配
布

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
苦
行
で
衰
弱
し
た
釈
尊
に

乳
粥
を
供
養
し
た
事
で
有
名
な
ス
ジ
ャ
ー

タ
が
住
ま
わ
れ
て
い
た
ス
ジ
ャ
ー
タ
村

と
、
釈
尊
が
悟
り
を
開
く
為
の
瞑
想
に
入

る
前
に
沐
浴
を
さ
れ
た
と
伝
わ
る
フ
ァ
ル

グ
川
（
ニ
ラ
ン
ジ
ャ
ナ
川
、
経
典
で
は
尼

連
禅
河
と
伝
わ
る
）
を
観
光
し
た
。
生
憎

の
雨
だ
っ
た
為
、
共
に
車
窓
観
光
と
な
っ

た
。

　

そ
の
後
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
七
大
聖
都

の
一
つ
で
あ
り
、
釈
尊
が
初
め
て
説
法
を

行
っ
た
所
謂
、
初
転
法
輪
の
故
地
で
あ
る

サ
ー
ル
ナ
ー
ト
に
も
近
い
ヴ
ァ
ー
ラ
ー
ナ

シ
ー
へ
専
用
バ
ス
に
て
向
か
っ
た
。
予
定

で
は
六
時
間
の
行
程
だ
っ
た
が
、
イ
ン
ド

ら
し
く
遅
れ
、
八
時
間
の
移
動
時
間
と

な
っ
た
。

十
二
月
八
日

　

早
朝
五
時
半
よ
り
ガ
ン
ジ
ス
河
に
向
か

い
、
現
地
の
方
々
の
朝
日
に
向
か
っ
て
の

礼
拝
、
沐
浴
を
拝
見
し
た
。
イ
ン
ド
で
は

一
般
の
方
々
で
も
信
仰
心
が
強
く
、
多
数

の
方
々
が
沐
浴
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

我
々
は
ボ
ー
ト
に
て
ガ
ン
ジ
ス
河
川
中
へ

漕
ぎ
出
し
、
遠
目
か
ら
火
葬
場
や
沐
浴
場

を
拝
見
後
、
御
来
光
に
対
し
法
要
を
厳
修

し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
戻
り
朝
食
後
、
初
転
法
輪

の
地
、
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
へ
向
か
っ
た
。

サ
ー
ル
ナ
ー
ト
で
は
有
名
な
ダ
メ
ー
ク
ス

ト
ゥ
ー
パ
の
前
で
法
要
を
厳
修
し
た
。
そ

の
際
偶
々
近
く
に
日
本
人
と
結
婚
し
た
イ

ン
ド
人
の
方
が
居
り
、
全
員
分
の
紙
の
敷

物
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
御
縁
に
感
謝

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

サ
ー
ル
ナ
ー
ト
参
拝
後
は
昼
食
を
と

り
、
空
路
に
て
デ
リ
ー
へ
向
か
っ
た
。
デ

リ
ー
の
ホ
テ
ル
に
到
着
後
、
全
員
で
揃
っ

て
の
夕
食
は
こ
れ
が
最
後
の
為
、
北
河
原

団
長
よ
り
感
謝
の
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

十
二
月
九
日

　

こ
の
日
は
一
日
デ
リ
ー
観
光
に
充
て
ら

れ
て
い
た
。
一
団
は
第
一
次
世
界
大
戦
戦

死
者
慰
霊
の
為
に
建
築
さ
れ
た｢

イ
ン
ド

門｣

、
赤
い
砦
レ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
と
呼
ば

れ
る
世
界
遺
産｢

ラ
ー
ル･

キ
ラ
ー｣

や

同
じ
く
世
界
遺
産｢

フ
マ
ユ
ー
ン
廟｣

等

を
見
学
し
イ
ン
ド
の
国
立
博
物
館
を
観
光

し
た
。
国
立
博
物
館
で
は｢

釈
尊
真
身
舎

利｣

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
通
常
は
そ
の
場

で
の
勤
行
は
難
し
い
の
だ
が
、
博
物
館
職

員
が
ご
配
慮
く
だ
さ
り
厳
修
す
る
こ
と
で

き
た
。

　

筆
者
は
北
河
原
団
長
、
筒
井
副
団
長
、

真
言
宗
山
階
派
大
本
山
勧
修
寺
執
事
・

佐
々
木
玄
峯
師
ら
と
共
に
別
行
動
し
、
在

イ
ン
ド
日
本
国
大
使･

鈴
木
浩
特
命
全
権

大
使
を
表
敬
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

た
。
大
使
館
で
は
鈴
木
大
使
御
夫
妻
か
ら

歓
待
を
受
け
、
印
度
山
日
本
寺
開
山
五
十

周
年
に
対
す
る
祝
辞
を
頂
き
、
ま
た
日
本

寺
の
活
動
で
あ
る
近
隣
住
民
へ
の
教
育
や

医
療
相
談
に
深
い
敬
意
を
示
し
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
二
〇
二
二
年
が
日
印
国
交
樹

立
七
十
周
年
だ
っ
た
事
に
触
れ
ら
れ
、

「
改
め
て
日
印
友
好
を
進
め
て
い
く
」

と
、
仰
ら
れ
た
。
北
河
原
団
長
は
日
本
寺

も
近
隣
住
民
へ
の
奉
仕
を
続
け
、
仏
教
を

通
じ
て
の
日
印
友
好
を
深
め
て
い
き
た

い
、
と
話
さ
れ
た
。

　

昼
食
時
に
巡
拝
団
と
合
流
し
、
そ
の
後

世
界
遺
産｢

ク
ト
ゥ
ブ･

ミ
ナ
ー
ル｣

と
そ
の
複
合
建
築
群
を
観
光
し
た
。｢

ク

ト
ゥ
ブ･

ミ
ナ
ー
ル｣

と
は
イ
ン
ド
最
古

の
ミ
ナ
レ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
イ
ス
ラ
ム
教

の
宗
教
施
設
に
付
随
す
る
塔
の
事
で
、
高

さ
は
七
十
二
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
か
つ

て
は
世
界
で
最
も
高
い
ミ
ナ
レ
ッ
ト
だ
っ

た
。
ま
た
先
端
が
破
損
後
修
復
し
た
過
去

が
有
り
、
当
初
は
大
よ
そ
一
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
高
さ
が
有
っ
た
と
い
う
。
表
面
や
周

り
の
建
築
物
に
は
イ
ス
ラ
ム
様
式
と
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
様
式
の
混
在
し
た
精
緻
な
装
飾
が

施
さ
れ
て
お
り
、
往
時
の
権
勢
を
思
わ
せ

る
。
ま
た
近
く
に
は
所
謂｢

デ
リ
ー
の
鉄

柱｣

と
し
て
有
名
な
一
五
〇
〇
年
も
の

間
、
錆
び
つ
い
て
い
な
い
鉄
柱
も
有
り
、

当
時
の
技
術
力
の
高
さ
に
も
驚
い
た
。

　

観
光
終
了
後
、
空
港
に
向
か
い
日
本
へ

の
帰
路
に
つ
い
た
。

十
二
月
十
日

　

朝
六
時
半
頃
、
羽
田
空
港
に
着
き
一
部

参
加
者
が
そ
の
ま
ま
帰
路
へ
。
そ
の
後
九

時
半
頃
に
伊
丹
空
港
へ
着
き
、
巡
拝
団
は

解
散
し
た
。

総
評

　

今
回
の
七
日
間
の
仏
跡
巡
拝
の
旅
は
印

度
山
日
本
寺
開
山
五
十
周
年
記
念
法
要
へ

の
参
列
を
主
目
的
に
据
え
つ
つ
、
イ
ン
ド

の
文
化
、
風
習
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

た
旅
で
あ
っ
た
と
思
う
。
バ
ス
で
の
長
距

離
移
動
が
多
く
ま
た
イ
ン
ド
の
交
通
事
情

に
よ
り
身
体
的
に
辛
さ
を
感
じ
る
場
面
も

有
っ
た
が
、
学
び
多
く
、
参
加
者
の
仏

教
、
及
び
仏
教
の
生
ま
れ
た
イ
ン
ド
の
地

へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
旅
だ
っ
た
。
今
巡

拝
に
関
わ
ら
れ
た
全
て
の
方
に
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。（
今
記
事
の
一
部
写
真
は
印

度
山
日
本
寺
を
運
営
し
て
い
る
（
公
財
）

国
際
仏
教
興
隆
協
会
と
、
巡
拝
団
参
加
者

で
あ
る
川
口
至
誠
堂
の
川
口
正
義
様
よ
り

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。）


